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は じ め に
平成16年4月から千乗大学は国立大学法人千乗大学になりました. 第二 次大戦後の改革以来の大学制度の大
改革として 記憶される ぺ き独法化の 始まりを . セ ン タ ー 長として こ の 2年間に体験した独法化のbeLTo re- afterを
中心に記して , 将来計画の 参考に した い と思 います.
真蘭医学研究セ ンタ - は . こ れまで 文科省省令に全国共同利用楕関として親定されて い た研究機閑で , 文部
科学省研究損興局にも所寒され ると いう立場にありましたが , 独法化後は単軌 研究科 ( 梶), 学内共同研究
セ ン タ ー と同株に , 大学法人が主体自馴こ道営してゆく組織になりました.
独法化によ っ て当セ ン タ ー は緒果的には余り変らな い ように見えますが , 対外的および大学内位置づけは積
れ動きました . 文部科学省は全国共同利用の大学肘置研 ･ セ ン タ ー の 実繊を高く評価しており. それらの機能
を維持強化して ゆく方針である ことは , 同省新枠研究所長等の会議で 鋭明されて い ました . こ の 動きは. 全国
共同利用施設として の 当セ ン タ ー の 機能を千葉大学中期目標 ･ 計画に盛り込むため の 後押 しになりました. 即
ち. 全国共同利用は千葉大学の 意志によ っ て い る ことが大きな違い で す.
当 セ ン タ ー の 組織に つ い ては, 協訣農会が散見会掛こ替わり , セ ン タ - 外 の千葉大学教鼻の 若干各 セ ン
タ ー の 教授, 助教授 に加えて 事務衰が加わりました . 散見人事は散見会読の教授からなる選考委貞余がその都
度設置されます. 昨年の 今頃. 年報前文を香い て い た弓削ま, 客員制度 (1種, 3種とも), 非常勤研究員 (求
ス トドクタ - ) を始めとする非常勤職貞の 雇用な どが制度として存続するの か, 予算的に措置されるのか明確
ではありませんでした. 見通しはグレイの まま平成15年秋頃から見切り発車で選考を進めてきましたが. 平成
16年度はほぼ従来通りにこれら の 制度を運用することができました,
財政基盤は平成17年度に向けて大きく変り つ つ あります. 文部科学省は平成16年度に限 っ て従来の 附置軒
究所と全国共同利用セ ン タ ー に関しては前年度に準じて研究施設関係予算を自動的に運営費交付金に積算す
ると いう方針を示 したため , 分野校費はや や減少 しま したが. 客月数授制度. 共同研究. 研究会経費は運官
費交付金と して セ ン タ ー に 配分され, また, ボス ドク, 研究支援推進員｢の制度も継続 で きました. し か しな
がら
, 平成17年慶からは研究資金の かなりの 都丸 全国共同利用の 括動は概算要求や科学研究費. 科学技術
振興調整費など彦争的資金で確保 しなければならなくなりました. 独法化彼の 国立大学法人の 基盤的教育研
究経費は運営費交付金として配分されますが , こ の 経費は効率化係数や節約分等で年 々 減少し て ゆくこ とが
見込まれて い ます.
し か しなが ら, 国立大学法人の研究活動は科学立国を支えるために極め て重要です. 運営費交付金は減らし
つ つ
, 概算要求や競争的資金で重点化 拠点化を図り, 研究を推進すると いう国の施策が触法化によ っ て より
鮮明にな っ てきました. 例えば. 平成17年度から文部科学省に特別教育研究経費が新たな概算要求項目として
立ち上がりました. こ の経費の公募要領の重要なキ ー ワ ー ドには感染症対策. 連携と拠点化がありました. 5
月か ら6月にかけ て , 最初‖ま, 感染症研究施設四大学連絡会諌を ペ ー ス に九州大学船体防御医学研究釈, 長
崎大学熱帯医学研究所. 琉球大学遺伝子実験セ ン タ ー との 連携案がで ました. こ れ とは別に生体防御を中心と
する基礎研究 (ワクチ ン 開発の 為の 基礎研究を含む). 人獣共通感染症. 感染症の 臨床医学 ･ 疫学研究の≡ つ
の ク ラ ス タ ー か らな る , Al 1JapaTlの 大規模な15大学連携構想が浮上 L 四大学連携は こ の 案に吸収される形に
なりました . 当 セ ン タ ー は 長崎大学熱帯医学研究所の青木所長が世話人とし てまとめられ た臨味医学 ･ 疫学研
究クラ スタ ー の メ ン バ ー と して加わりました . しか しなが ら. こ の構想は案としておかれ, 実際の概算要求は
各研究機関が個別に大学の 支援の 基になされました . 当セ ンタ ー も千葉大学長をは じめとする首脳部の バ ッ ク
ア ッ プを得て . 特別教育研究寮費 ｢ 新興其菌症 . 放線菌症の対策に関する 基礎研究+ 案と拠点形成費 ｢ 病原真
菌 ･ 放線菌とそれ ら感染症の 共同研究推進事業+ 案をまとめ, 6月30 日に文科省の 担当官に鋭明する辛が でき
ました . 幸 い . こ れ ら の概算要求は認められ , 平成17年度の研究経費, ボ ス ドク等の 人件費の かなりの 都丸
および全国共同利用経費も従来より減額されましたが確保されまL た.
ちなみ に10月21日に九州大学生体防御医学研究所で感染症研究施設四大学連絡会諌が開催され . 川本 進教
授 と西村が 出席鼓 しました. 課題として , 当番校が 一 巡した所で 今後こ の 会談を どうするか話合われ. 連携 の
重要性から継続するこ とになりました.
平成13年度から3年間続 い た. 科学技術振興蘭整費による ｢ 病原其菌･ 放線菌遺伝資源の 国際的拠点形成
の為の 基盤整備+ に つ い て は本年度は事後評価の 年にあたり, 10月27日 に三上 嚢教授と共に東京の 主婦会
館で50分間の 事査を受けました. 幸い , 評価結果は高か っ た の で すが, 他 の サ ブグ ル ー プとの 連携に 一 部乱髄
が あり, こ の 項だけはb と評価されました . 平成14年度に立ち上が っ たナシ ョ ナ ル バ イ オ ロ ソ ー ス プ ロ ジ ェ ク
I (N B R P)｢ 病原微生物+ に移行させ たこ と (経費的には平成16年度から), 大学発の ベ ンチ ャ ー 企業が生ま
れた こ とも高い評価に繋がりました. 一 方 , N B R P は平成15年度の成果報告に対して . 各サブ機関に温度差が
合 っ たため足並みが輔わず, サ ブ機関と の 連携がや はり不十分であるこ と , 収集保存されて い る l) ソ ー ス 数に
比して 利用数が小さい こと, 学会 の パ ヮ ク ア ッ プが不十分などが指摘されましたの で , 本来魔の 収集保存. 逮
伝資源化 に向けて の 研究業者の 強化, 関連学会の ホ ー ム ペ - ジ に病原微生物デ ー タ ベ ー ス とT) ン クを張る こ
と , 病原真菌 ･ 放線菌の画像フ ァ イ ル の 立ち上げな どを行 いました.
人事 の面 で は, 3月31 日付けで機能形態分野の 竹尾漠胎教授は定年退官され, 4月1日付けで川本 進数
授が横浜市立大草医学部から着任された革が特筆されます. また, 仁戸田意和技官が3月15 日に退職 し. 10月
1日から栓滞菅宏技術職展が着任しました. 事務方で は , 4月1日付けで給番係伊藤由香主任が本部理事秘書
室 へ 移動 し, 10月 1日付け で研究協力係長 , 12月 1日付け で 同係主任が交筑 後任として平野弘志係昆 伊藤
活主任が着任しました. 更に, セ ン タ ー 長 の 任期が16年度末に満了となるために平成17年2月 に選挙が行わ
れ
,
三上 轟教授が次期セ ンタ ー 長候補者と して学長に推薦されました .
独法化 によ っ てす べ て は不安定化し. 中期目標 ･ 計画が終了する 5年後に大学組織の大改革. 興廃が起こ る
可能性があ.ります. その 間に も. 定員と教員組織の 見直しが行われると宮われ て い ます. セ ン タ ー の ように使
命の 明瞭な目的達成塑の 研究組織は, 研究日樽を達成し, そ れらを社会還元するため自車阜操業 して い な い と
倒れますが . 成果を示せぼ大学の個性と して 発展の 可能性も大き い の です . セ ン タ ー 全員の叡知を集めて 全力
疾走 し,･ 5年後の 発展を期待致したく存 じます.
セ ン タ ー 長と し て最後となる本年報の 序言を終える にあたり, 在任中の 6年間を支えて 下さ っ た , す べ て の
皆様に厚く厚く御礼申し上げます.
平 成 17年 2 月
千 葉大学 其菌医学研究 セ ン タ ー 長
西 村 和 千
